
公告書 

三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例（平成２０年１０月２４日三重県条例

第４１号。以下「条例」という。）第２１条第１項の規定に基づき「事業計画書」を作成した

ので、条例第２２条第１項に規定により、次のとおり公告します。 

なお、条例第２条第２項第９号に規定する関係住民等（以下「関係住民等」という。）は、

本事業計画書について生活環境の保全上の見地からの意見を記載した書面（以下「意見書」 

という。）を弊社に提出することが出来ます。 

 
令和3年8月   日 

株式会社 グリーンワークス 

１ 弊社の名称、代表者の氏名、主たる事務所の所在地及び連絡先 

 

名称及び代表者氏名 
株式会社 グリーンワークス 

代表取締役 永井 充 

所在地 三重県伊賀市炊村1187番地の17 

連絡先 0595-46-0077 （担当者： 市 原 ） 

 
２ 産業廃棄物処理施設設置等の目的、計画地及び処理施設の種類並びに処理する産業廃棄物

の種類 

目的 食品加工工場から発生する動植物性残渣、廃油、廃酸、廃アル

カリ、畜産農家から発生する家畜ふん尿(牛糞に限る)、木質チ

ップ工場から発生する木くず(自然木に限る)、食品工場等から

発生する有機汚泥(食品系汚泥)を受け入れ、目視等で不純物が

混入されていない事を確認し、発酵（堆肥化）を行い処理後

は、有機肥料として有価売却を行う。 

計画地 三重県伊賀市炊村字千谷1187番17、1217番、1217番1、1218番1 

1218番4、1219番1 

三重県伊賀市炊村字野畑2828番1 

処理施設の種類 発酵（堆肥化） 

処理能力及び処理す

る産業廃棄物の種類 

処理能力 120㎥/日（24時間） 

 



３ 事業計画書の写しの縦覧の場所及び時間 

縦覧の場所 弊社受付窓口、伊賀市役所本庁舎ロビー 

縦覧開始予定日 令和3年8月 17日(火) 

縦覧時間 午前 9時00分 から 午後 5時00分 

 
４ 説明会の開催 

日時 令和3年 9月   4日(土) 午前 10時00分 

場所 下炊公民館 

 
５ 意見書の提出期限、提出先等 

提出期限 令和3年10月  4日(月) 

提出先 〒518-1403 

三重県伊賀市炊村1187番地の17 

株式会社グリーンワークス 

ＴＥＬ 0595-46-0077 

提出方法 持参又は郵送（提出期限日の消印）による 

様式 規定なし 

 
６ その他手続等 

見解書の縦覧 意見書の提出があったときは、意見書に対する弊社の見解を記

載した書面（以下「見解書」という。）を作成し、縦覧に供し 

ます。 

再意見書の提出 見解書を縦覧した場合、関係住民等は見解書について生活環境

の保全上の見地からの意見を記載した書面（以下「再意見書」 

という。）を弊社に提出することができます。 

再見解書の縦覧 再意見書の提出があったときは、再意見書に対する弊社の見解

を記載した書面（以下「再見解書」という。）を作成し、縦覧 

に供します。 

備考 見解書及び再見解書の縦覧の場所、期間及び時間並びに再意見

書の提出期限及び提出先等については、弊社のウェブページ 

（green-works.info）に掲載します。 

 



第８号様式（第 15 条関係） 

（第１面） 
 

事 業 計 画 書 

 

令和 3 年 8 月   日   

 

三重県知事 あて 
 

事業計画者 

住所 三重県伊賀市炊村 1187 番地の 17 
氏名 株式会社グリーンワークス 
   代表取締役 永井 充 
電話番号 0595-46-0077 

三重県産業廃棄物の適正な処理の推進に関する条例第21条第１項の規定により、産業廃棄物の処

理施設の設置等について、次のとおり事業計画書を提出します。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の目的 

食品加工工場等から発生する動植物性残渣、廃油、廃

酸、廃アルカリ、 

畜産農家から発生する家畜ふん尿(牛糞に限る)、木質

チップ工場等から発生する木くず(自然木に限る)、食

品工場等から発生する有機汚泥(食品系汚泥)を受け入

れ、目視等で不純物が混入されていない事を確認し、

発酵（堆肥化）を行い処理後は、有機肥料として有価

売却を行う。 

産業廃棄物の処理施設の設置等の場所 三重県伊賀市炊村字千谷 1218 番 1、1219 番 1 

三重県伊賀市炊村字野畑 2828 番 1 

産業廃棄物の処理施設の種類 発酵（堆肥化） 

産業廃棄物の処理施設において処理する

産業廃棄物の種類 

動植物性残渣、廃油、廃酸、廃アルカリ、家畜ふん尿、

汚泥、木くず 

産業廃棄物の処理施設の処理能力 120 ㎥/日（２４時間） 

産業廃棄物の処理施設の位置、構造等に関する計画 

 

産業廃棄物の処理施設の位置 別添４の通り 

産業廃棄物の処理施設の処理方式 発酵（堆肥化） 

産業廃棄物の処理施設の構造及び 

設備 

発酵（堆肥化）施設は鉄製です。 

コンクリート製の床で鉄骨建屋の屋根内に設置しま

す。 

処理に伴い生ずる排ガス及び排水の

量及び処理方法（排出の方法（排出口

の位置、排出先等を含む。）を含む。） 

処理に伴う排ガス及び排水はありません 



設計計算上達成することができる 

排ガスの性状、放流水の水質その他

の生活環境への負荷に関する数値 

同 上 

悪臭の発散並びに騒音及び振動の 
発生を防止するための措置 

臭気対策として脱臭装置を設置致します。 

騒音・振動対策として、低騒音型の重機を使用し屋内

にて作業します。 

その他産業廃棄物の処理施設の構造

等に関する事項  

（規格Ａ４版） 



産業廃棄物の処理施設の維持管理に関する計画 

 

排ガスの性状、放流水の水質等につ

いて周辺地域の生活環境の保全のた

め達成することとした数値 

該当しない 

排ガスの性状及び放流水の水質の 

測定頻度に関する事項 
該当しない 

その他産業廃棄物の処理施設の維持

管理に関する事項 
 

説明会の開催の周知方法並びに事業計画書を公告及び縦覧する方法 

 

説明会の開催

の周知方法 

予 定 日 時 
  2021 年   9 月 4 日(土) 

     10 時 00 分 ～   11 時 00 分 

予 定 場 所 及 び 

収 容 人 数 

下炊公民館 

  30 人 

周 知 の 方 法 対象者に事業計画説明会案内状送付 

事業計画書を

公告及び縦覧

する方法 

公 告 の 方 法 当社 HP に掲載（https://green-works.info/） 

公 告 予 定 日 2021 年    8 月   17 日 

縦 覧 場 所 弊社受付窓口、伊賀市役所本庁舎ロビー 

縦 覧 開 始 予 定 日     2021 年    8 月    日 

縦 覧 時 間      9 時  00 分 ～    17 時  00 分 

産業廃棄物の搬入及び搬出の時間、方法

及び経路 

搬入及び搬出の時間：午前 8:00～午後 5:00 

 

搬入方法：事前にマニフェスト、汚泥は分析表にて確認

し、4ｔ車及び 10t 車により搬入し、トラックスケール

にて計量後、受け入れヤードにて受入れる。 

廃油、廃酸、廃アルカリの液状物は受入当日に手選別を

行いそれぞれのタンクへ入れる。 

 

搬出方法：搬出数量に応じた車両へ重機を使用し積込

み、トラックスケールにて計量後、搬出する。 

 

搬入及び搬出経路：市道甲野川西線（幅員8m）に出入

口（幅員10m）を設置し市道千戸川西線（幅員10m）

を経由して各方面から搬入及び搬出する。 
 

産業廃棄物の処理施設を使用する日時 月曜日～土曜日 ２４時間 

ecoma
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（第２面） 

 

 

 

 

  

産業廃棄物の処理施設の設置等に当たり

行政庁の許可、認可、承認、行政庁に対

する届出その他これらに類するものを必

要とする場合にあってはそれらの手続の

状況 

 

事業計画者の 

連絡先 

担 当 部 署 
株式会社グリーンワークス 

市原 悟 

Ｔ Ｅ Ｌ 

携 帯 電 話 

０５９５－４６－００７７ 

０９０－７３４１－０４１７ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５９５－４６－００８０ 

m a i l green0077works@yahoo.co.jp 



（第３面） 

 

備考 

１ 各欄にその記載事項のすべてを記載することができないときは、同欄に「別紙のとおり」と

記載し、別紙を添付してください。 

２ 次に掲げる書類及び図面を添付してください。 

(１) 産業廃棄物の処理施設及び事業の用に供する施設の配置図 

(２) 産業廃棄物の処理施設の構造及び処理能力（最終処分場にあっては、産業廃棄物の埋立処

分の用に供される場所の面積及び埋立容量）を明らかにする図面及び設計計算書 

(３） 最終処分場にあっては、周囲の地形、地質及び地下水の状況を明らかにする書類並びに

災害防止のための計画及び埋立処分の計画を記載した書類 

(４) 最終処分場以外の産業廃棄物の処理施設にあっては、処理工程図及び処理後の産業廃棄

物の処理方法を記載した書類 

(５) 事業計画地の付近の見取図 

(６) 排水の経路図 
(７) 事業計画地の登記事項証明書及び不動産登記法第 14 条第 1 項に規定する地図又は同条第

4 項に規定する図面の写し 

(８) 関係地域に該当する地域（産業廃棄物の処理に伴い生ずる排水（雨水及び従業員等の生活

排水を除く。）を放流する場合は、放流地点を含む。）を明らかにする図面 

(９) その他知事が必要と認める書類及び図面 
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生活環境影響調査結果報告書 

（発酵（堆肥化）施設の設置） 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年７月 

株式会社グリーンワークス 

 
 



１ 産業廃棄物処理施設の設置に関する計画等 

 

1-1 処理施設設置者の氏名および住所 

三重県伊賀市炊村 1187 番地の 17 
株式会社グリーンワークス 

代表取締役 永井 充 

 

 

1-2 処理施設の設置場所 

三重県伊賀市炊村字千谷 1218 番 1、1219 番１ 

三重県伊賀市炊村字野畑 2828 番 1 

 

 

1-3 処理施設の種類 

発酵（堆肥化） 

 

 

1-4 処理施設において処理する産業廃棄物の種類 

動植物性残さ、廃油、廃酸、廃アルカリ、家畜ふん尿、汚泥、木くず 

 

 

1-5 処理施設の処理能力 

120 ㎥/日（24h） 

 

 

1-6 処理施設に係る事業概要 

食品加工工場等から発生する動植物性残さ、廃油、廃酸、廃アルカリ、畜産農

家から発生する家畜ふん尿、木質チップ工場等から発生する木くず(自然木に

限る)、食品工場等から発生する有機汚泥(食品系汚泥)を受け入れ、目視等で

不純物が混入されない事を確認し、発酵(堆肥化)を行い、処理後物は有機肥料

として有価売却を行う。 

 

 

 

 

 



２ 生活環境影響調査項目の選定 

 

2-1 生活環境影響調査項目の選定およびその理由 

  ・騒音・振動 

   攪拌機やタイヤショベルの稼働に伴い騒音・振動に関しての影響が出る 

可能性がある。 

 

  ・悪臭 

   有機性の原料を用いるため、悪臭に関して影響が出る可能性がある。 

 

 

2-2 選定しない項目およびその理由 

  ・廃棄物運搬車両の走行による騒音・振動・大気汚染 

   当該処理施設の稼働に伴い、1 日あたり 25 台の廃棄物運搬車輌が通行す 

る見込みであるが、周辺道路を通行する一般車両台数と比較して軽微な 

ため。 

 

     ・水質汚濁 

      当該処理施設は排水が発生しないため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 生活環境影響調査項目の評価 

 

3-1 騒音・振動 

  ・三重県生活環境影の保全に関する条例施行規則第２２条別表第１２より規制値 

   は下記の通りとなる。 

   ＜騒音の排出基準＞ 

 昼間 

(午前 8 時から

午後 7 時まで) 

朝・夕 

(午前 6 時から

午前 8 時まで及

び午後 7 時から

午後 10 時まで) 

夜間 

(午後 10 時から

翌日の午前 6 時

まで) 

第 1 種低層住居専用地域及

び第 2 種低層住居専用地域 
50 デシベル 45 デシベル 40 デシベル 

第 1 種中高層住居専用地域 

第 2 種中高層住居専用地域 

第 1 種住居地域 

第 2 種住居地域及び準住居

地域 

55 デシベル 50 デシベル 45 デシベル 

近隣商業地域、商業地域 

及び準工業地域 
65 デシベル 60 デシベル 55 デシベル 

工業地域 70 デシベル 55 デシベル 60 デシベル 

その他の地域 

(工業専用地域を除く。) 
60 デシベル 55 デシベル 50 デシベル 

  ＜振動の排出基準＞ 

 昼間 

(午前 8 時から

午後 7 時まで) 

夜間 

(午後 7 時から翌

日午前 8 時まで) 

第 1 種低層住居専用地域、第 2 種低層住居専

用地域、第 1 種中高層住居専用地域、第 2 種

中高層住居専用地域、第 1 種住居地域、第 2

種住居地域及び準住居地域 

60 デシベル 55 デシベル 

近隣商業地域、商業地域、準工業地域、工業

地域及びその他の地域(工業専用地域を除く) 
65 デシベル 60 デシベル 

 

 

 



騒音・振動を発生させる設備ごとに検討を行った。 

 

（１）発酵プラント 

・攪拌機の騒音・振動レベル測定結果は次の通りである 

  騒音測定結果 

測定地点 

処理装置の状態 

稼働状態 

L 

0～1m 48.75 デシベル 

  振動測定結果 

測定地点 

処理装置の状態 

稼働状態 

L 

0～1m 45 デシベル 

 

・メーカーの試験結果より、騒音・振動が大きくなる LAW 負荷条件下で１ｍ離 

れた地点において、騒音値・振動値共に環境基準を満たすことが確認されてい 

るため、敷地境界線において基準超過することはないと判断される。 

 

（２）ショベルローダー 

  ・騒音について使用する重機の騒音値は 76dB(メーカーに確認)であるが、建屋の 

壁材による平均騒音透過損失が 36dB であるため、建屋外の直近における騒音値

が 40dB となり、基準値を満たすことが予測できた。 

 

・振動値の予測計算をするにあたり、使用する重機(CAT 910F)の振動値は 

65dB(メールにて確認)とする。 

製品ヤード、受け入れヤードで重機を使用した際、両方共に東側が一番近い敷 

地境界となり、その距離は 2.5ｍとなる。 

また、重機の振動発信源となるエンジンは全長 5.87m の車体のショベル先から 

4.32ｍ以後にあり、重機の横幅が 2.4m であることから、中心の 1.2m 地点を振 

動発信源とする。 

攪拌機設置用の擁壁の厚さが 0.5m あるため、重機使用時の敷地境界線までの距 

離を 4.2m とし予測計算する。 

予測式 Lr＝Lo-20log(r/ro)n-8.68a(r-ro) 

Lr：予想地点における振動レベル 

Lo：基準距離での振動レベル 65ｄB 



     Ro：基準距離 1m 

     n：幾何減衰定数 0.5 

     a：地盤の内部減衰定数 0.01 

     r：予測距離 4.2m 

 

    Ｌｒ＝Lo-20log(r/ro)n-8.68a(r-ro) 

            ＝65-20log(4.2/1)0.5-0.0868(4.2-1) 

            ＝58.49dB 

        上記予測結果より、一番近い敷地境界の地点で基準値を満たすことが予測で

きた。 

 

 

3-2 悪臭 

   ・施設を設置予定である伊賀市炊村地区は特定悪臭物質および臭気指数の規制対 

象外である。 

なお、周辺には工場等があるため、影響の出ないよう、脱臭装置を設置する 

とともに、敷地境界４地点でポータブルによる臭気確認を行う。 
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